
 

 

天 

地 

表 

切れては困る物

はこの水色の線

の内側に配置。 

フチ無印刷は 

この黒い線まで

伸ばす。 

仕上がり位置。 

この青い線で 

カットされます。 

A4 サイズ 縦 
210×297mm 

 

※ フチ無印刷をご希望の場合、外側の黒い線の四角まで背景や画像を伸ばしてください。（左下の図参照） 

※ 切れては困る絵柄や文字等は、仕上り（青い四角）より 2～3mm 以上内側（水色の四角の中）に入れて作成してください。 

※透過性や半透明、パターンなど変換が正常に出来ない場合があります。 

※用紙サイズの変更や、トンボの移動、変形などなさらないようお願いします。 

※テンプレートを使用して PDF を作成する際は、説明部分を削除してください。また、テンプレートと同じサイズかどうか確認してください。 

 

 

医療アクセスの壁を超え、 
国の境界を超える未来の医療 

日程：2018 年 7 月 29 日(日) 14：00-16：30  

場所：東京大学先端科学技術研究センター ENEOS ホール 

主催：特定非営利活動法人 JAMSNET 東京 

共催：東京大学先端科学技術研究センター 

協賛：春日部さくら病院 

後援：外務省、日本医師会、日本渡航医学会、国際人をめざす会 

http://www. jamsnettokyo.org 

特定非営利活動法人 JAMSNET 東京 

 

 

医療サービスの理想は「いつでも、誰でも、どこからでも」受診できることです。 
しかし医療機関までの距離、交通手段、偏見、医療者とのコミュニケーション、国に
よって異なる医療制度など、バリアフリーを妨げる様々な物質的要素、心理的要素が
あります。今回の講演会ではこれらの課題に挑戦する先進医療の実例を紹介しなが
ら、障がい者、医療難民、海外邦人（災害弱者）への医療支援のあり方について、マ
イノリティという共通視点から考えます。 

参加費：1000 円 
※17：00-19：30 懇親会（別途参加費 2000 円） 
申込先：info@jamsnettokyo.org 
 
タイトルに、「第 7回 JAMSNET東京講演会」と入れ、本文に①お名前（ふりがな）②JAMSNET東京会員/非会員  
③連絡先メールアドレス ④懇親会参加の有無をご記入ください。 
（JAMSNET東京会員でない方は、④講演会の情報入手先についても記載をお願いいたします） 
 
参加申し込み締め切り日：7 月 26 日 
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 ＜登壇者プロフィール＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

               ＜プログラム＞            ※敬称略 

14：00      開会挨拶：古閑比斗志（JAMSNET 東京 理事長） 

14：00-14：05 来賓ご挨拶 

14：05-14：55  キックオフトーク：熊谷晋一郎（東京大学） 

        「マイノリティーの健康格差：障害・スティグマ・言語」 

14：55-15：10  休憩 

15：10-15：30  リレートーク①：安永好宏（CYBERDYNE 株式会社） 

        「サイバニックシステム”HAL”による機能改善治療と海外での普及活動」 

15：30-15：50  リレートーク②：鈴木 満（外務省）  

 「海外邦人への遠隔メンタルヘルスケアにむけて」         

15：50-16：30  総合討論 

17：00-19：30  懇親会  （東京大学先端科学技術研究センター内） 

■安永好宏（やすながよしひろ） 

CYBERDYNE 株式会社営業本部長、湘南/大分/鈴鹿ロボケアセンター株式会社代表取締役。米国公認会計

士/米国公認管理会計士。獨協大学経済学部経営学科卒業。タイコヘルスケアジャパンにて財務経理全般を

経験後、シックスシグマを手法とした業務改善に携わり、その後内部監査担当をして USSOx(米国内部監

査)の対応に従事する。その後、オンセミコンダクターテクノロジーにて財務経理部長兼管理部門責任者と

して管理部門全体を統括する。2008 年サイバーダイン社に経営管理部長として入社。現在は、営業部門の

責任者(本部長)としても HAL の普及活動に努めている。2018 年 4 月より湘南ロボケアセンター代表取締

役を兼務し、HAL FIT 事業を統括して、サービス事業の育成も行なっている。 

■鈴木 満（すずきみつる） 

外務省メンタルヘルス・コンサルタント。医学博士。精神保健指定医。日本精神神経学会専門医・指導医。

日本医師会認定産業医。精神科臨床研修後、1987-92 年英国国立医学研究所研究員としてロンドンに居住。

帰国後は、神経生物学、多文化間精神医学、精神科救急医学、職域メンタルヘルスの領域における研究、

臨床、教育に従事。これまで世界 100 都市以上を訪問し、海外邦人コミュニティにおけるメンタルヘルス

実態調査と連携支援に携わる。岩手医科大学神経精神科学講座准教授を経て 2009 年より現職。多文化間

精神医学会理事、日本精神科救急学会理事、JAMSNET 東京理事。2011 年からは週末に東日本大震災被災

地にてメンタルヘルス支援活動を継続中。認定 NPO 法人心の架け橋いわて理事長。著書は「異国でここ

ろを病んだとき」（編書、弘文堂、2012）「巨大惨禍への精神医学的介入」（監訳、弘文堂、2014）など。   

 

■熊谷晋一郎（くまがやしんいちろう） 

東京大学先端科学技術研究センター准教授、小児科医。東京大学バリアフリー支援室長。日本発達神経 

科学学会理事。新生児仮死の後遺症で、脳性マヒに。以後車いす生活となる。東京大学医学部医学科卒

業後、千葉西病院小児科、埼玉医科大学小児心臓科での勤務、東京大学大学院医学系研究科博士課程で

の研究生活を経て、現職。専門は小児科学、当事者研究。主な著作に、「リハビリの夜」(医学書院、2009)、

「発達障害当事者研究」(共著、医学書院、2008)、「つながりの作法」(共著、NHK 出版、2010)、「痛み

の哲学」(共著、青土社、2013)、「みんなの当事者研究」(編著、金剛  出版、2017)など。 

 

 


